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〈平成１５年度当初予算案〉　　　　　　　　単位：千円
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△ ２．２％１，１０７，００１１，０８３，００１用 地 会 計
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 △ ３．３％２４４，９６７，８６０２３６，８６１，１５０合　　　　計

　

景
気
の
低
迷
の
も
と
で
、
区

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。　

年
度
予
算
は
、「
財
政
健

１５

全
化
を
図
り
つ
つ
、　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
の
実
現
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
活
性
化
や
安

全
･
安
心
の
地
域
社
会
づ
く
り

の
た
め
の
緊
急
課
題
に
臨
む
予

算
」
と
位
置
付
け
、
編
成
し
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
一

二
八
二
億
五
八
〇
〇
万
円
で
前

年
度
と
比
べ
、
六
三
億
六
一
〇

〇
万
円
、
４
・
７
％
の
減
と
な

り
、
一
般
会
計
と
四
つ
の
特
別

会
計
の
総
予
算
額
で
は
、
二
三

六
八
億
六
一
一
五
万
円
と
な

り
、
３
・
３
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
会
計
で

は
、
区
税
・
利
子
割
交
付
金
・

都
区
財
政
調
整
交
付
金
な
ど
の

減
収
な
ど
、
特
別
会
計
で
は
医

療
制
度
改
革
を
反
映
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
区
財
政

で
す
が
、
昨
年
、
環
境
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
改
定
し

た
「
実
施
計
画
」
の
計
画
事
業

に
つ
い
て
は
必
要
な
経
費
を
当

初
予
算
に
計
上
す
る
と
と
も

に
、
行
財
政
改
革
の
計
画
で
あ

る「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
」

の
計
画
項
目
は
確
実
に
予
算
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
算
案
は
、
平

成　

年
第
一
回
区
議
会
定
例
会

１５
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
予
算
説
明

書
な
ど
の
詳
し
い
資
料
は
区
政

資
料
室
や
区
立
図
書
館
、
区
民

事
務
所
に
常
備
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
杉
並
区
当
初
予
算

案
の
事
業
概
要
」
は
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、財
政
課
へ
。

２
面
に
つ
づ
き
ま
す

◇
求
職
者
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施　

…
三
〇
〇
万
円

　

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
を
学

び
、
そ
れ
に
対
処
す
る
方
策
を

知
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

◇
「
千
客
万
来
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

商
店
街
事
業
」
の
拡
充

　
　
　
　
　

…
六
〇
〇
〇
万
円

　

い
ま
ま
で
の
事
業
の
規
模
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街

で
行
う
商
品
配
達
事
業
な
ど
に
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景
気
・
雇
用
が
落
ち
込
む
中
で
、
区
が
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
対
応
可
能
な
施
策
を
、
緊
急
対
策

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
国
の
制
度
を
活
用
し
た
緊

急
地
域
雇
用
対
策
事
業
に
加
え
、
地
域
の
活
性
化

や
区
内
需
要
の
創
出
、
雇
用
確
保
に
波
及
す
る
効

果
を
も
つ
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

よ
る
雇
用
増
大
を
図
り
ま
す
。

◇
「
景
気
対
策
緊
急
運
転
資
金

融
資
」
の
実
施

　
　
　
　
　

…
三
〇
〇
〇
万
円

　

融
資
の
借
換
え
な
ど
の
対
策

と
し
て
、
区
が
利
子
補
給
を
す

る
資
金
融
資
を
行
い
ま
す
。

◇
連
鎖
倒
産
回
避
緊
急
対
策
の

実
施

　
　
　
　
　

…
九
六
〇
〇
万
円

　

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
を
活
用
し
、
そ
の
掛
け
金
を

貸
し
付
け
し
ま
す
。

◇
中
小
企
業
経
営
革
新
事
業
支

援
の
実
施

　
　
　
　
　

…
一
〇
〇
〇
万
円

　

中
小
企
業
の
経
営
革
新
と
経

営
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た

「
経
営
革
新
計
画
」
を
策
定
す

る
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
介
護
予
防
の
「
住
宅
改
修
」

拡
充
　

…
八
四
六
六
万
円

　

改
修
の
助
成
件
数
を
緊
急
に

拡
充
し
ま
す
。

◇
「
住
宅
修
築
資
金
融
資
」
の

拡
充
　
　

…
八
五
五
万
円

　

住
宅
改
修
や
安
全
性
向
上
の

た
め
の
設
備
改
修
な
ど
を
区
内

業
者
に
よ
っ
て
行
う
場
合
に

は
、　

年
度
に
限
り
無
利
子
と

１５

し
ま
す
。

▲

蚕
糸
の
森
公
園
（
和
田
３
‐　

‐　

）

５５

３０

１５年度１５年度
予算案　予算案
の概要　　の概要
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◇
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
安
全
性
）

の
強
化
対
策

　
　
　
　
　

…
六
一
〇
〇
万
円

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

（
安
全
対
策
指
針
）
に
基
づ
き

十
分
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充　
　

　
　
　
　
　

…
三
〇
〇
〇
万
円

　

情
報
内
容
の
充
実
お
よ
び
操

作
性
の
改
良
を
行
う
と
と
も
に

電
子
相
談
室
な
ど
を
開
設
し
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計　

　

老
人
保
健
医
療
制
度
の
対
象

者
の
年
齢
が
段
階
的
に
引
上
げ

ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
会

計
規
模
は
９
・
４
％
増
加
し
ま

し
た
。

◇
老
人
保
健
医
療
会
計

　

医
療
制
度
改
革
な
ど
に
よ

り
、
規
模
は　

・
７
％
の
減
を

１１

見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
介
護
保
険
事
業
会
計

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
に
基
づ
き
、
保
険
料
基
準
月

額
を
改
定
し
ま
す
。
三
年
間
の

事
業
運
営
に
よ
り
積
み
立
て
た

「
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
」

を
活
用
し
保
険
料
基
準
月
額
が

三
三
〇
五
円
に
な
る
と
こ
ろ
を

三
〇
〇
〇
円
に
抑
制
し
、
区
民

負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

　
　

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

１３
「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
」

は
、「
実
施
計
画
」
の
見
直
し
に

併
せ
て
改
定
し
、
第
二
次
プ
ラ

ン
（　

〜　

年
度
）
を
策
定
し

１５

１７

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り　

年
度
は
、
二

１５

四
億
四
二
〇
〇
万
円
の
財
政
効

果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
新
し
い
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

の
創
出

　

行
政
評
価
・
外
部
監
査
の
実

施
、
施
設
の
維
持
管
理
経
費
の

削
減
、
職
員
人
件
費
の
削
減
に

も
努
め
ま
す
。
な
お
、
職
員
の

削
減
は
九
〇
名
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

◇
開
か
れ
た
区
政
と
区
民
と
の

協
働
の
推
進

　

区
民
意
見
の
提
出
手
続
き
制

度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

の
導
入
と
と
も
に
、
区
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

の
協
働
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

◇
変
化
に
対
応
し
た
施
策
の
再

構
築

　

行
政
の
役
割
や
施
策
の
優
先

順
位
を
問
い
直
し
、
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
施
策
の

見
直
し
に
努
め
ま
す
。

◇
歳
入
の
確
保
と
強
固
な
財
政

基
盤
の
確
立

　

収
納
率
の
向
上
を
図
り
歳
入

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

〈財政効果一覧〉　　単位：百万円

財政効果項　　　　目

１，２９８新しい行政経営システムの創出

－開かれた区政と区民との協働の推進

８４４変化に対応した施策の再構築

３００歳入の確保と強固な財政基盤の確立

２，４４２合　　　　計
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介
護
保
険
料
を
三
〇
〇
〇
円
に
抑
制

介
護
保
険
料
を
三
〇
〇
〇
円
に
抑
制

特
別
会
計

特
別
会
計

◇
「（
仮
称
）
生
活
安
全
及
び
環

境
美
化
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
・
普
及
啓
発

…
一
四
六
六
万
円

　

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の

向
上
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

◇
地
域
防
災
無
線
の
整
備

　
　
　

…
三
億
五
九
四
一
万
円

　

防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式

に
切
り
替
え
、
災
害
情
報
の
収

集
・
伝
達
の
迅
速
化
を
図
り
ま

す
。

◇
校
舎
の
耐
震
改
修　

　
　

…
八
億
四
八
五
二
万
円

　

計
画
的
に
耐
震
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

年
度
は
補
強
工

１５

事
な
ど
一
二
校
の
予
定
で
す
。

◇
杉
並
区
役
所
駅
前
事
務
所
の

開
設

　
　
　
　
　

…
八
六
七
四
万
円

　

荻
窪
と
高
井
戸
の
駅
前
に
、

ミ
ニ
区
役
所
的
な
機
能
を
も
つ

事
務
所
を
７
月
に
開
設
し
ま

す
。

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
活
動
の
推
進　

…
七
〇
〇
六
万
円

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
の
運
営

を
行
い
ま
す
。
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◇
小
柴
博
士
・
科
学
と
自
然
の

散
歩
み
ち

　
　
　
　
　
　

…
一
〇
〇
万
円

　

小
柴
昌
俊
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
を
記
念
し
て
、

科
学
と
自
然
に
親
し
め
る
散
歩

み
ち
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

◇
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
づ
く
り
検

討
　
　
　
　
　

…
七
六
六
万
円

　

み
ど
り
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
公

園
と
住
宅
な
ど
の
み
ど
り
を
結

ぶ
「
ベ
ル
ト
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

◇
（
仮
称
）
高
円
寺
北
自
転
車

駐
車
場
開
設

　
　

…
二
億
五
二
三
八
万
円

　

Ｊ
Ｒ
高
円
寺
駅
北
側
に
、
収

容
台
数
二
五
〇
〇
台
の
自
転
車

駐
車
場
を　

年
４
月
に
開
設
し

１６

ま
す
。

◇
荻
窪
駅
南
北
ア
ク
セ
ス
の
整

備
　
　

…
二
億
七
七
九
四
万
円

　

荻
窪
駅
南
口
に
は
南
北
を
結

ぶ
地
下
通
路
を
、
西
口
に
は
連

絡
橋
を
建
設
し
ま
す
。
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◇
（
仮
称
）
環
境
・
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
　

…
七
九
七
五
万
円

　

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な

ど
の
拠
点
と
し
て
、
荻
窪
五
丁

目
に
建
設
し
て
い
る
複
合
施
設

に
開
設
し
ま
す
。

◇
カ
ラ
ス
対
策
容
器
出
し
モ
デ

ル
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　

…
二
〇
〇
万
円

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
減
少

さ
せ
る
た
め
、
夜
間
収
集
な
ど

に
加
え
、
容
器
出
し
収
集
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
資
源
抜
取
り
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施

　
　
　
　

…
二
五
〇
〇
万
円

　

古
紙
や
ア
ル
ミ
缶
が
抜
き
取

ら
れ
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
��
��

　
　
　
　
　

…
二
四
九
万
円

　

未
成
年
者
の
喫
煙
実
態
調
査

を
行
い
、
喫
煙
習
慣
へ
の
移
行

防
止
、
禁
煙
に
導
入
す
る
た
め

の
啓
発
教
育
を
行
い
ま
す
。

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

の
実
施

…
二
〇
一
〇
万
円

　

区
民
が
利
用
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
評
価
を
実
施
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
向
上

を
図
り
ま
す
。

◇
（
仮
称
）
な
で
し
こ
生
活
園

の
開
園　

…
二
一
六
五
万
円

　

重
度
身
体
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め

の
支
援
を
行
う
施
設
を
設
け
ま

す
。

◇ 
痴  
呆  
性 
高
齢
者
家
族
安
ら
ぎ

ち 

ほ
う 
せ
い

支
援
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　

…
二
一
七
万
円

　

痴
呆
性
高
齢
者
を
抱
え
る
家

族
の
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る
た

め
、
介
護
経
験
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
未
成
年
者
喫
煙
防
止
対
策

「
啓
発
・
健
康
教
育
」の
実
施

◇
障
害
児
教
育
の
充
実

　
　
　
　
　

…
三
〇
〇
八
万
円

　

心
身
障
害
学
級（
知
的
障
害
）

を
新
設
し
ま
す
。

◇
学
校
図
書
室
等
の
冷
房
化

…
六
一
六
五
万
円

　

小
中
学
校
の
図
書
室
お
よ
び

多
目
的
室
な
ど
の
環
境
改
善
を

図
り
ま
す
。 

◇（
仮
称
）方
南
図
書
館
の
建
設

…
一
七
五
六
万
円

　

区
民
の
学
習
や
文
化
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
図
書
館
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年２月２１日（金曜日）

に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
着
物
を
着
て
い
た
の
？
晴
着

と
普
段
着
は
ど
こ
が
ち
が
う
の

？
こ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る

分
か
り
や
す
い
お
話
と
、
帯
の

結
び
方
や
着
物
の
た
た
み
方
、

着
付
け
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時　

分
�
郷
土
博
物
館

３０

�
着
物
研
究
家
・
近
藤
富
枝
�

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
着
付
け
体
験
は

子
ど
も
の
み
）
�
一
〇
組
（
抽

選
）
�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ（
記

入
例
参
照
）
で
３
月
７
日
（
必

着
）
ま
で
に
郷
土
博
物
館
（
〒

　

‐
０
０
６
１
大
宮
１
―　

―

１６８

２０

８
）
へ
�
同
館
�
３
３
１
７
‐

０
８
４
１

�
第
３
回
車
座
ト
ー
ク 

新
た
な
学
び
の
か
た
ち

を
考
え
る

　

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
活
動

な
ど
、
地
域
で
活
動
す
る
皆
さ

ん
の
自
由
な
語
ら
い
・
発
信
の

場
で
す
。《
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
》《
学

び
と
参
加
》
を
テ
ー
マ
に
行
っ

て
き
た
ト
ー
ク
。
今
回
は
、
子

ど
も
や
大
人
の
教
育
の
現
状
と

課
題
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
地

域
で
支
え
あ
い
学
び
あ
う
教

育
」
の
し
く
み
や
場
づ
く
り
を

考
え
ま
す
。

　

�
３
月
６
日
�
午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分
�
セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�
基

２２

３２

調
講
演
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を

交
え
た
討
議
�
常
磐
大
学
助
教

授
・
池
田
幸
也
▽
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
の
市

庭
・
東
島
信
明
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
リ
サ
ー
チ
・
尾
�
有
紀
子
、

す
ぎ
な
み
文
化
通
信
・
芝
貞
幸
、

冒
険
遊
び
場
・
越
智
真
紀
、
他

▽
進
行
調
整
＝
�
人
イ
エ
ま
ち

時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

内

師

　

日
ま
で
に
電
話
で
同
課
へ

２７
楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

�
３
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
▽
集
合
＝
Ｊ
Ｒ
武
蔵

１１

３０

境
駅
南
口
改
札
前
広
場
（
雨
天

中
止
）
�
コ
ー
ス
＝
武
蔵
境
駅

↓
深
大
寺
↓
神
代
植
物
公
園

（
入
口
前
解
散
）
�
無
料
（
神

代
植
物
公
園
入
園
の
場
合
は
入

場
料
が
必
要
）
�
・
�
電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ

杉
並
ア
マ
美
連
盟
美
術
展

　

�
３
月
４
日
�
〜
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
６
時
（
４
日
＝

１０
午
後
１
時　

分
開
場
／
９
日
＝

３０

午
後
５
時
ま
で
・
区
共
催
）
�

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

）
�
日
本
画
、洋
画
、墨
絵
、

３２
工
芸
画
な
ど
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
杉
並
ア
マ
美
連

盟
・
渡
邉
�
３
３
９
２
‐
７
５

９
２

��
郷
土
博
物
館
体
験
講
座 

着
物
の
あ
れ
こ
れ 

―
お
話
と
着
付
け
体
験
―

　

３
月　

日
�
か
ら
は
じ
ま
る

１５

子
ど
も
向
け
企
画
展
「
道
具
か

ら
み
る
ち
ょ
っ
と
昔
の
く
ら

し
」
展
の
関
連
行
事
で
す
。

　

一
〇
〇
年
く
ら
い
前
、
杉
並

時

内

費
申

問

時

場

内

費

申

問

並
を
つ
く
る
会
・
佐
藤
�
３
３

１
２
‐
３
１
７
９
�
午
前　

時
１１

か
ら
、
障
害
者
団
体
な
ど
に
よ

る
バ
ザ
ー
な
ど
「
希
望
市
場
」

を
開
き
ま
す

�
ま
ち
づ
く
り
博
覧
会 

街
づ
く
り
助
成
活
動
報

告
会

　

各
地
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に

会
し
、
活
動
報
告
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。（
区
共

催
）

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り
�
セ

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

３２ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
２
日
午

前　

時
〜
午
後
４
時
は
、
託
児

１０
が
あ
り
ま
す（
３
歳
〜
就
学
前
、

定
員
四
名
）。
希
望
者
は
、２
月

他

時

内

場

申

問

他

春
を
呼
ぶ
歌
の
つ
ど
い

　

今
年
で
二
二
回
目
を
迎
え
る

「
春
を
呼
ぶ
歌
の
つ
ど
い
」
も

今
年
で
最
後
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る
方
も
な

い
方
も
、
歌
を
通
し
て
知
り
合

え
る
機
会
で
す
。（
区
後
援
）

　

�
３
月
２
日
�
午
後
１
時　
３０

分
開
演
（
１
時
開
場
）
�
杉
並

公
会
堂
（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

�
�
ハ
ロ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の

う
た
�
中
野
養
護
学
校
生
徒
と

Ｏ
Ｂ
の
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
�
二

一
年
間
歌
っ
た
曲
の
ベ
ス
ト
ワ

ン
メ
ド
レ
ー
�
歌
手
・
佐
々
木

功
さ
ん
の
う
た
�
み
ん
な
一
緒

に
歌
お
う
！
（
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
あ
り
）
�
五
〇
〇
円（
高

校
生
以
上
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
障
害
者
の
住
み
よ
い
杉

時

場

内

費
申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

〈まちづくり博覧会・街づくり助成活動報告会〉
内　　　容時　間月日

自主企画コーナー：有志のグルー
プ運営の活動紹介コンパ午前１０時～

３月
１日º

中庭でのパフォーマンス（西荻ま
ちメディア）

正午
　～午後１時

展示=街づくり助成団体、自主参
加団体によるパネル展示（期間中
常設）、子どもとまちづくり=天沼
中学校区における地域防災活動の
発表とトーク・まち博シンポジウ
ム｢まちづくり支援を考える」

午後１時３０分
　～５時３０分

防災四方山話＆交流会=村上處直
さんのちょっとためになる防災の
話を飲み物片手に（参加費５００円）

午後５時３０分
　～７時３０分

街づくり助成活動報告会＆ディス
カッション　審査員：芦�哲雄、
井上赫郎、村上美奈子

午前１０時
　～午後４時

２日∂

自主参加団体のパネル展示午後２時５０分
　～３時３０分
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��
��
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��
		



��

日
�
２
時
開
演
（
１
時　

分
開

３０

場
）
�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

）
�
出
演
＝
メ
フ

２２

３２

ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
／
佐
藤
健

二
・
村
松
繁
紀
ほ
か
�
二
五
〇

〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割
引

な
し
）
�
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ

ー
・
堀
内
�
０
９
０
‐
９
２
０

１
‐
１
７
４
６☆

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

発
売
開
始
＝
２
月　

日
�
午

２１

後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
�
文

化
・
交
流
協
会
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
内
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
初
日
は
電
話
予

約
の
み
）
�
区
役
所
ロ
ビ
ー
売

店
「
コ
ミ
ュ
か
る
」
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

分
／
い
ず
れ
も

３０

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

�
杉
並
公
会
堂
（
月
曜
休
館
・

３
月　

日
ま
で
）
午
前
９
時
〜

２３

午
後
５
時
�
区
内
各
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
／
開
館
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
８
時
�
文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５ 場

内

費

問

問

調
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
／
杉
並

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

＝
楽
劇
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク

の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
第

１
幕
の
前
奏
曲（
ワ
ー
グ
ナ
ー
）

／
日
本
フ
ィ
ル
金
管
奏
者
、
杉

並
高
等
学
校
、
東
京
立
正
高
等

学
校
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク　

フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
〜
杉
並
区
民
の

た
め
の
〜
（
和
田
薫
）
�
一
〇

〇
〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割

引
あ
り
）

�
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
第

六
回
公
演 

メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ

（
日
本
語
字
幕
付
）

　

有
名
な
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス

ト
が
原
作
。
一
六
世
紀
の
ド
イ

ツ
と
古
代
ギ
リ
シ
ア
が
舞
台
と

な
る
壮
大
な
オ
ペ
ラ
で
す
。

　

�
�
４
月　

日
�
午
後
５
時

１２

　

分
開
演
（
５
時
開
場
）
�　

３０

１３

費

時

公
会
堂
の
思
い
出
と
杉
並
区
の

文
化
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
壁
の
美
し
い
音

響
を
味
わ
う
最
後
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
公
会
堂
を
拠
点
に
活
動

す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
と
、
こ
の
日
の
た
め

に
作
曲
さ
れ
た
「
杉
並
区
民
の

た
め
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
を

日
本
フ
ィ
ル
金
管
奏
者
と
区
内

の
高
校
生
の
演
奏
で
お
届
け
し

ま
す
。　

　

�
３
月　

日
�
午
後
５
時
開

３０

演
（
４
時
開
場
）
�
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
�
▽

２３

１５

第
一
部
＝
公
会
堂
が
見
守
っ
た

杉
並
区
の
文
化
／
出
演
＝
岸
田

今
日
子
、
ね
じ
め
正
一
▽
第
二

部
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ
が
や

＝
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
（
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
）
／
杉
並
弦
楽
合

奏
団
（
ピ
ア
ノ
＝
瀬
崎
裕
子
）

＝
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第　

番
イ
長

１２

時

会

内

�
杉
並
公
会
堂 

さ
よ
な
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

―
映
像
と
ト
ー
ク
で 
綴 
る
公

つ
づ

会
堂
の
思
い
出
と
区
民
に
よ

る
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
―

　

杉
並
区
に
ゆ
か
り
の
深
い
岸

田
今
日
子
さ
ん
と
在
住
の
作

家
・
ね
じ
め
正
一
さ
ん
が
、
区

長
を
交
え
て
、
新
し
く
誕
生
す

る
公
会
堂
に
夢
を 
馳 
せ
な
が
ら

は

階
）
�
三
〇
名
（
先
着
順
・
先

着
一
〇
名
ま
で
実
体
験
あ
り
）

�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
阿
佐

谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３

８
‐
８
６
３
０
へ

定

費

申

問

テ
キ
ス
ト
代
一
〇
〇
〇
円
（
全

回
共
通
で
使
用
）
�
当
日
、
直

接
会
場
へ
�
杉
並
に
子
ど
も
の

人
権
を
守
る
し
く
み
を
つ
く
る

会
・
山
内
�
・　

３
３
９
５
‐

FAX

２
６
９
５

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が

る
た
め
の
介
助
方
法

　

福
祉
用
具
の
上
手
な
利
用
や

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
介
護

す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
負
担
の

少
な
い
移
乗
・
移
動
が
あ
り
ま

す
。知
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　

�
３
月
９
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
�
区
福
祉
機
器
展
示
セ
ン

タ
ー
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
二

申

問

時
場

８
‐
８
６
３
０
（
先
着
順
）

�
平
野
裕
二
と
読
む 

国
連
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」　　

　

テ
ー
マ
ご
と
に
条
文
を
ま
と

め
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
学

習
し
て
き
た
最
終
回
で
す
。（
区

後
援
）

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１４

３０

分
〜
８
時　

分
�
阿
佐
谷
区
民

３０

事
務
所
（
阿
佐
谷
北
２
―　

―
１８

　

）
�
第
九
回
「
ま
と
め
の
ワ

１７ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
杉
並
で
条
約

を
ど
う 
活 
か
し
て
い
く
か
）」
�

い

杉
並
に
子
ど
も
の
人
権
を
守
る

し
く
み
を
つ
く
る
会
共
同
代

表
・
平
野
裕
二
�
三
〇
〇
円
、

時

場

内

師

費

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
山
田
清
�
七

〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
�
託
児
あ
り
（
１
歳
〜
）。

希
望
者
は
２
月　

日
ま
で
に
電

２８

話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ

い
の
家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―

１
）
�
体
の
こ
と
知
っ
て
い
ま

す
か
？
�
高
齢
者
の
睡
眠
に
つ

い
て
（
昼
寝
は
是
か
非
か
？
）

�
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所

研
究
員
�
一
五
名
�
無
料
�
・

�
同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３

定

費

申

問

他家
族
介
護
教
室

時

場

内

師

定

費

申

問 �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

問合せ主な内容日　時審議会名審
議
会
等
の
お
知
ら
せ

社会教育
センター

第３回車
座トーク
について
など

２月２６日
π

午後６時
３０分～

社会教育
事業推進
委員会

※日時は変更する場合があります。

▲岸田　今日子 ▲ねじめ　正一

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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平成１５（２００３）年２月２１日（金曜日）

報」のお申し込みは広報課へ。

◆リサイクルひろば高井戸・３月の講習会◆
締切日応募方法参加費定員日　　　時講習会名

―電話で
先着順

６００円１０名３日∑・１７日∑午後
１時３０分～３時３０分リフォーム相談

１００円各日
３名

７日ª・１０日∑午後
１時３０分～２時３０分

生ごみたい肥相談
コーナー

３月
３日

往　復
ハガキ２００円 １５名１１日∏午後１時３０分

～３時３０分
ハンカチからピエ
ロ人形

―電話で
先着順

５００円６名１６日∂午前１１時
～正午

自転車の手入れ方
法

 ４００円 
（部品代実
費）

１０名１６日∂午後１時３０分
～２時３０分

自転車のパンクの
直し方（自宅で修
理できる方法）

１点につ
き  １００円１０名１６日∂午後１時～４

時（受付は３時まで）
おもちゃのクリニ
ック（修理）

３月
１０日

往　復
ハガキ１０００円１５名２３日∂・３０日∂午後

１時３０分～３時３０分
古布からのぞうり
づくり（全２回）

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７
‐４@３３３１‐４３６０水・木曜日休館）へ。３面ハガキ記入例参照（締切日必着）。申
し込み多数の場合は、抽選。

�
栄
養
・
健
康
講
座 

「
食
物
繊
維
」
を
と
っ

て
生
活
習
慣
病
予
防

　

不
足
し
が
ち
な
食
物
繊
維
を

し
っ
か
り
と
る
た
め
に
、
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
�
講
義
と
調
理
実
演
�
区

内
在
住
の
方
�
和
泉
保
健
セ
ン

タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
６
）
�

５０

二
五
名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
講
演
会 

ス
ポ
ー
ツ
と
わ
た
し

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

４
時
（
区
共
催
）
�
高
井
戸
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
）
�
日
本
水
泳
連

盟
常
務
理
事
・
東
島
新
次
�
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は

区
内
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
在
籍

の
方
�
一
〇
〇
名
（
抽
選
）
�

無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

時
内

対

場

定

費

申

問

時

場
師

対

定

費

申

入
例
参
照
）
で
、
２
月　

日
２８

（
必
着
）ま
で
に
区
水
泳
連
盟
・

森
田
恒
世
（
〒　

‐
０
０
６
４

１６８

永
福
３
―　

―　

）
へ
�
同
連

４０

１６

盟
・
森
田
恒
世
�
３
３
２
１
‐

７
２
８
４
�
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す

�
元
気
が
で
る
お
や
じ
講
座 

素
敵
な
挑
戦
・
地
域
へ

出
て
行
こ
う
！

　

仕
事
人
間
で
あ
る
自
分
が
気

に
な
り
始
め
、
地
域
に
出
た
く

と
も
な
か
な
か
機
会
が
得
ら
れ

な
い
方
、
そ
の
き
っ
か
け
と
素

晴
ら
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
い

ま
す
。

　

�
３
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

４
時　

分
�
茶
房
「
高
円
寺
」

３０

（
高
円
寺
南
４
―　

―
４
）
�

１８

問

他

時

場

内

第
一
部
＝
講
演
＝
地
域
活
動
グ

ル
ー
プ「
お
や
じ
の
腕
ま
く
り
」

を
結
成
し
た
講
師
が
体
験
を
語

り
ま
す
▽
第
二
部
＝
講
師
を
囲

ん
で
の
交
流
・
フ
リ
ー
ト
ー
ク

�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
村

上
信
夫
�
二
五
〇
〇
円
�
三
〇

名
（
先
着
順
）
�
・
�
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２

１　

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
へ

FAX
�
見
つ
け
よ
う
！
つ
く
ろ
う
！ 

男
た
ち
の
で
き
る
こ
と
探
し

　

思
い
立
っ
た
が
吉
日
！
様
々

な
き
っ
か
け
か
ら
活
動
を
始
め

た
方
た
ち
の
話
を
聴
い
て
、
自

分
に
あ
っ
た
活
動
を
創
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
体
験
学
習
）
や
交
流
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

�
３
月
８
日
�
午
後
１
時
〜

４
時　

分
�
阿
佐
谷
地
域
区
民

３０

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
�
地
球
の
友
と
歩
む
会
・

１７
米
山
敏
裕
▽
話
題
提
供
者
＝
Ｎ

師

費

定

申

問

時

場

師

Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
を
つ
な
ぐ
子
ど

も
資
金
・
岩
崎
克
彦
、
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
社
員
・
白
井
秀
一
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ

ジ
・
薗
部
知
昭
�　

歳
以
上
の

４０

方
�
二
〇
名
（
先
着
順
）
�
一

〇
〇
〇
円
�
・
�
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９

　

５
３
０
６
‐
６
５
９
７
へ

FAX�
障
害
者
福
祉
会
館 

手
話
講
習
会

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�
障

害
者
福
祉
会
館
�
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上
の

方
�
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負

担
）
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
に
希
望
ク
ラ
ス

（
昼
・
夜
間
部
別
）、区
内
在
勤
・

在
学
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校

名
も
書
い
て
、
３
月
７
日
（
必

着
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館

運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
１０

対

定

費

申

問

時

内

場

対

費
申

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

５
）
へ
�
同
事
務
局
�
３
３
３

２
‐
６
１
２
１　

３
３
３
５
‐

FAX

３
５
８
１
�
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
初
級
は
抽
選
、
中
・

上
級
は
選
考
と
な
り
ま
す
。
通

訳
者
養
成
ク
ラ
ス
は
３
月　

日
１５

�
午
前
９
時　

分
か
ら
面
接
選

３０

考
を
行
い
ま
す

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座 

マ
ル
チ
商
法
に
ご
注
意
！

　

「
大
金
を
手
に
入
れ
た
く
な

い
か
」、「
絶
対
も
う
か
る
お
い

し
い
仕
事
が
あ
る
よ
」。そ
ん
な

言
葉
で
誘
わ
れ
て
被
害
に
あ
う

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
法
律
や

知
識
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
被

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１２

３０

分
〜
８
時　

分
�
消
費
者
セ
ン

３０

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

�
東
京
都
消
費
者
啓
発
員
・
武

田
幸
子
�
五
〇
名
（
抽
選
）
�

無
料
�
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
３
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

問
他

時

場

師

定

費

申

４
）
へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

�
た
ん
ぽ
ぽ
の
会 

精
神
保
健
教
室

　

�
３
月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
�
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
�
精
神
疾

１９

患
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
―
そ
の

理
解
と
よ
り
よ
い
対
応
に
つ
い

て
�
長
谷
川
病
院
精
神
科
医

師
・
吉
永
陽
子
�
六
〇
名
（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

問

時
場

内

師

定

費

申

問

菅
平
学
園
の
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
を 

無
料
で
配
布
し
ま
す

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

３月のクリーンサイクルの販売日
３月１日º、自転車販売協力店で。申し込
み多数の場合は、抽選。１台９０００円（防犯登
録・ＴＳマーク/消費税込み）。協力店につ
いては、下記へお問い合わせください。
�　ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

問

〈手話講習会〉

定員内　　　　容クラス日　　時

５０名手話学習経験のない方向け初　級４月１２日～
１６年３月６
日毎週土曜
日午前１０時
～正午

昼
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方向け中　級

３０名手話学習経験２年以上の方向け上　級

２０名手話講習会上級修了者で、来年
手話通訳者試験を受験する方

通訳者
養　成

５０名手話学習経験のない方向け初　級

４月１０日～
１６年３月４
日毎週木曜
日午後７時
～９時

夜
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方向け中　級

３０名手話学習経験２年以上の方向け上　級

２０名中途失聴の方（後天的に聴覚障
害者となった方）および難聴の
方

初
級

中
途
失
聴
・

難
聴
者

２０名中
級

(注）１．夏季、年末年始などには休講する場合があります。２．通訳者養成
クラスは１２月２０日修了です。３．１６年度から上級クラスは廃止し、通
訳者養成クラスは基本クラスと応用クラスに分かれる予定です。

　

学
園
が
３
月
末
で
廃
園
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
区
立
中

学
校
が
菅
平
学
園
の
移
動
教

室
で
使
用
し
て
い
る
ス
キ
ー

セ
ッ
ト
（
ス
キ
ー
板
・
靴
・

ス
ト
ッ
ク
お
よ
び
ゴ
ー
グ

ル
）
を
希
望
者
に
無
料
で
配

布
し
ま
す
。
な
お
、
ス
キ
ー

は
旧
型
で
現
在
市
販
さ
れ
て

い
る
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�
配
布
数
＝
一
名
に
つ
き

内

三
セ
ッ
ト
ま
で
▽
配
布
場
所

＝
区
内
施
設
（
未
定
）
に
取

り
に
き
て
い
た
だ
き
ま
す
�

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
希
望
す
る
セ
ッ
ト

数
・
靴
の
サ
イ
ズ
・
そ
の
他

の
希
望
を
書
い
て
、
３
月　
１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
学
務
課

学
事
係
へ
（
抽
選
）
�
同
係

�
配
布
場
所
・
日
時
な
ど
は

返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

申

問

他

▲東島　新次

春
の
苗
木
配
布

　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
サ
ザ
ン
カ
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
・
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
な
ど

九
種
類
約
一
六
〇
〇
本
を
無
料

配
布
し
ま
す
（
一
人
一
本
先
着

順
）。専
門
相
談
員
に
よ
る
園
芸

相
談
も
あ
り
ま
す
。（
雨
天
実

施
）

　

�
・
�
３
月
１
日
�
午
前　
１０

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

＝
馬
橋
公
園
管
理
事
務
所
前
広

場
（
高
円
寺
北
４
―　

―
５
）

３５

／
２
日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
１
時
〜
３
時
＝
塚
山
公
園

時

場

管
理
事
務
所
西
側
広
場
（
下
高

井
戸
５
―　

―　

）
�
苗
木
を

２３

１２

入
れ
る
袋
を
持
参
の
上
、
直
接

会
場
へ
�
み
ど
り
の
係
�
苗
木

が
無
く
な
り
次
第
終
了
。
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

み
ど
り
の
講
座

�
初
め
て
の
草
木
染
め

　

樹
木
の
枝
や
葉
を
使
用
し
た

染
物
を
行
い
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１０

３
時　

分
�
科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

）
�
横
山
ひ
ろ
こ
�

１３

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

�
一
八
名
（
抽
選
）

申

問

他

時

場
師

対

定

�
親
子
で
作
る
寄
せ
植
え

　

春
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

　

�
３
月　

日
�
午
前
の
部
＝

１６

午
前　

時
〜
正
午
／
午
後
の
部

１０

＝
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

�
塚
山
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

（
下
高
井
戸
５
―　

―　

）
�

２３

１２

福
本
伊
之
助
�
小
学
生
以
上
の

親
子
�
各
部
と
も
一
〇
組
二
〇

名
（
抽
選
）

☆

　

�
一
〇
〇
〇
円
程
度
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
�
は
「
午
前
の
部
」
ま
た
は

「
午
後
の
部
」
の
い
ず
れ
か
も

書
い
て
、
２
月　

日
（
消
印
有

２７

効
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど

り
の
係
へ
（
会
場
に
は
送
ら
な

時
場

師

対

定
費

申

い
で
く
だ
さ
い
）
�
同
係

�
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の 

植
替
え
体
験

　

�
３
月　

日
�
午
前
９
時　

２２

３０

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）
�
集

合
場
所
＝
井
草
八
幡
宮
裏
（
善

福
寺
１
―　

・
青
梅
街
道
と
早

３３

稲
田
通
り
の
交
差
点
側
）
�
区

内
在
住
の
方
�
五
〇
名（
抽
選
）

�
一
人
五
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
家

族
・
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
応
募

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、３
月
３
日（
必

着
）
ま
で
に
都
市
農
業
係
へ
�

同
係

問

時

場対

定

費

申

問

参参
加加
しし
よよ
うう
！！
みみ
どど
りり
のの
催催
しし

天沼会議室天沼会議室
利用休止利用休止

堀ノ内東児童館堀ノ内東児童館 
臨時休館臨時休館

変電設備改修工事のため、３
月２日∂・９日∂（雨天時は
２３日∂）休館します。
�堀ノ内東児童館（堀ノ内３‐
４９‐１９‐１０１）@３３１５‐７９２３
児童青少年センター

@３３９３‐４７６０

問

建物改築工事のため、天沼会
議室（天沼２‐３０‐１０）の３
階洋室は３月１日º～３１日∑

まで利用できません。
�荻窪地域活動係

@３３９８‐８２６１
問
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�
桃
三
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
職
員

�
介
護
職
員

　

�
資
格
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
特

質
に
賛
同
す
る
方
で
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
二
級
ま
た
は
介
護
福

祉
士
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
経
験
者

▽
勤
務
時
間
等
＝
週
四
〜
五

日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護

３０
業
務
▽
時
給
＝
一
〇
〇
〇
円
〜

▽
募
集
人
数
＝
一
名

�
看
護
職
員

　

�
資
格
＝
准
看
護
師
ま
た
は

看
護
師
▽
勤
務
時
間
等
＝
週
三

日
程
度
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

３
時　

分
▽
勤
務
内
容
＝
デ
イ

３０

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
健
康
管
理

▽
時
給
＝
一
五
〇
〇
円
▽
募
集

人
数
＝
一
名

☆

　

�
・
�
電
話
で
、
桃
三
ふ
れ

あ
い
の
家
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
も

の
会
・
西
荻
北
２
―　

―
７
�

１０

５
３
１
１
‐
３
６
３
１
）
へ

介
助
員
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
）

　

�
区
立
小
・
中
学
校
普
通
学

級
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け
る
安

全
管
理
お
よ
び
介
助
▽
勤
務

日
・
時
間
＝
児
童
生
徒
登
校
日

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
３
時

１５

（
実
働
六
時
間
）
▽
時
給
＝
一

一
三
〇
円
（　

年
度
予
定
）
▽

１５

内内申

問

内

そ
の
他
＝
有
給
休
暇
、
交
通
費

支
給
（
月
額
一
万
円
限
度
）
社

会
保
険
全
員
加
入
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
�
障
害
児
教
育
に
理

解
の
あ
る　

歳
位
ま
で
の
方
�

４０

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
に
「
介

助
員
」
と
書
い
て
、
３
月
３
日

ま
で
に
学
務
課
心
身
障
害
教
育

担
当
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
�
同
担
当

�
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
託
児
員

　

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

で
は
育
児
中
の
方
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
中
に
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
託
児

員
」
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
高
円
寺
体
育
館
（
高
円
寺

南
２
―　

―　

）、上
井
草
ス
ポ

３６

３１

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―

　

―
１
）、
荻
窪
体
育
館
（
荻
窪

３４３
―　

―
２
）、下
高
井
戸
運
動

４７

場
（
下
高
井
戸
３
―　

―
１
）

２６

�
教
室
実
施
中
（
約
三
時
間
）

の
３
歳
〜
就
学
前
児
童
の
保
育

▽
時
給
＝
約
一
一
〇
〇
円
程
度

▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
�
満　
２０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、
�

６０

保
育
資
格
を
お
持
ち
の
方
�
幼

稚
園
ま
た
は
小
中
学
校
教
諭
と

し
て
の
実
務
経
験
が
あ
り
、
育

児
経
験
の
あ
る
方
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
資

格
（
�
の
方
は
実
務
経
験
年
数

も
記
入
）と
育
児
経
験
の
有
無
、

保
育
に
従
事
で
き
る
曜
日
と
時

間
帯
と
場
所
も
書
い
て
、
３
月

３
日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉
並

区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１４

２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
八

階
）へ
�
同
財
団
�
３
３
１
２
‐

対

申

問

場
内

対

申

問

２
１
１
１
（
区
代
表
）

男
女
平
等
推
進
誌
「
ゆ

う
Ｃ
ａ
ｎ
」
編
集
委
員

　

編
集
を
通
し
て
、
男
女
の
役

割
や
生
き
方
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
月
三
〜

四
回
程
度
の
編
集
会
議
を
開
き

ま
す
。

　

�
任
期
＝
二
年
▽
報
酬
＝
交

通
費
程
度（
年
間
二
万
円
以
内
）

�
区
内
在
住
で
主
に
日
中
活
動

で
き
る　

歳
以
上
の
方
�
五
名

２０

（
選
考
に
よ
り
決
定
）
�
封
書

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
応
募

動
機
（
四
〇
〇
字
程
度
）
も
書

い
て
、
３
月
７
日
（
必
着
）
ま

で
に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―

１６７

　

―
３
）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�

５６３
３
９
３
‐
４
４
１
０
�
託
児

（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り

第
四
期
健
康
づ
く
り
推

進
員

　

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
個
人
個
人
の
こ
こ
ろ
と
身
体

の
健
康
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、

区
内
九
つ
の
健
康
づ
く
り
地
区

会
を
拠
点
に
、
健
康
づ
く
り
推

進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。（
地

区
会
エ
リ
ア
は
下
表
）
推
進
員

は
、
個
人
応
募
の
方
と
町
会
推

薦
の
方
と
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

地
域
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
の

健
康
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に

推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
活
動
内
容
＝
健
康
づ
く
り

（
ま
ち
や
個
人
）
に
関
す
る
講

演
会
や
学
習
会
な
ど
の
催
し
の

企
画
・
運
営
／
地
域
の
団
体（
町

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）
や
住
民
の

方
々
に
健
康
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
交
流

会
な
ど
を
開
催
／
企
画
運
営
会

議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域

内
対

定申

問

他

内

の
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
意
見

交
換
▽
任
期
＝
二
年
間
（
４
月

〜　

年
３
月
）
�
・
�
電
話
で
、

１７
３
月
５
日
ま
で
に
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
�
３
月
６
日
以
降
、
活

動
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
各
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
住
所
地
の
地
区

会
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

身
近
な
公
園
で
花
を
育

て
る
「
花
咲
か
せ
隊
」

　

区
立
公
園
を
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
一
緒
に
公
園
の
花

壇
作
り
を
す
る「
花
咲
か
せ
隊
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

隊
員
の
方
に
は
、
花
壇
の
土

作
り
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、植
付
け
、

手
入
れ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

�
期
間
＝
４
月
〜　

年
３
月

１６

　

日
�
希
望
の
区
立
公
園
（
既

３１に
実
施
し
て
い
る
公
園
に
つ
い

て
は
調
整
し
ま
す
）
�
区
内
在

住
の
方
（
五
名
以
上
の
団
体
）

�
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
希
望
す
る
公
園
名
、
団
体
の

申

問

他

内
場

対

申

人
数
お
よ
び
代
表
者
も
書
い

て
、
３
月
７
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
公
園
緑
地
課
事
業
担
当

へ
（
抽
選
）
�
同
担
当

��
国
民
健
康
保
険
料 

夜
間
納
入
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て

　

「
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関

に
行
く
時
間
が
な
か
な
か
と
れ

な
い
」
と
い
う
方
の
た
め
に
、

夜
間
納
入
窓
口
を
開
き
ま
す
。

　

�
３
月
４
日
�
午
後
５
時
〜

９
時
�
杉
並
区
役
所
本
庁
（
青

梅
街
道
沿
い
の
正
面
ス
ロ
ー
プ

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）
�
ご

来
庁
の
際
に
は
、
必
ず
納
付
書

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
�
国

民
健
康
保
険
課
収
納
係

国
民
年
金
保
険
料
は
所

得
税
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す

　
　

年
中
に
収
め
た
国
民
年
金

１４
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
収
め
た
国
民
年
金

保
険
料
の
証
明
書
の
添
付
は
不

要
で
す
が
、
証
明
書
の
必
要
な

方
に
は
杉
並
社
会
保
険
事
務
所

で
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
（
区

役
所
国
民
年
金
課
で
は
、　

年
１４

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

徴
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
証
明
書
の
発
行
は
原
則
行

い
ま
せ
ん
）。

　

�
杉
並
社
会
保
険
事
務
所

（
高
円
寺
南
２
―　

―
９
�
３

５４

３
１
２
‐
１
５
１
１
）

お
宅
の
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

は
安
全
で
す
か
？

　

家
庭
用
ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
機
能

問

時
場

他問

問

付
風
呂
で
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
浴
槽
メ
ー
カ
ー
で

は
、
改
善
が
必
要
な
部
品
の
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ

ト
バ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、
メ

ー
カ
ー
ま
た
は
左
記
に
安
全
性

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

�
都
生
活
文
化
局
生
活
安
全

課
�
５
３
２
０
‐
７
７
０
７
、

ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
バ
ス
協
議
会
�

０
２
９
‐
８
３
３
‐
１
０
７
６

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
が

　

年　

月
か
ら
始
ま
り

１５

１０

ま
す

　

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保

す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
き
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
（
乗
用
車
は
対

象
外
）。規
制
に
つ
い
て
の
地
域

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
使
用
さ
れ
て

い
る
事
業
者
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

�
３
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

（
一
時
間
半
程
度
）
�
産
業
商

工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

１９都
環
境
局
自
動
車
公
害
対
策
部

指
導
普
及
課
�
５
３
８
８
‐
３

４
６
１
、
区
環
境
課
公
害
対
策

係
問時

場

申

問

　

校
長
室
の
前
に
置
か
れ
た

「
短
歌
ボ
ッ
ク
ス
」。休
み
時

間
や
放
課
後
に
、
子
ど
も
た

ち
が
自
作
の
短
歌
を
こ
の
中

に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

「
短
歌
は
ね　

気
持
ち
を
書

く
と　

気
分
が
ね　

と
っ
て

も
ラ
ク
に　

な
っ
て
く
れ
る

よ
」（
五
年
生
・
女
子
）

　

こ
れ
に
、
校
長
先
生
が
短

い
言
葉
を
そ

え
て
、
校
長

室
の
壁
に
掲

示
し
ま
す
。

「
わ
か
り
ま

す
。
心
を
整

理
し
て
こ
と

ば
に
す
る
。

そ
れ
が
短
歌

で
す
」。

　

加
藤
康
紀

校
長
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
短
歌
に
親
し
み
、
お
正
月

に
は
親
戚
中
で
短
歌
の
カ
ル

タ
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
年
間
で
四
〇
〇
〇
首
以

上
も
の
短
歌
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
情
報
の

洪
水
の
中
に
い
る
た
め
か
、

言
葉
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
感

じ
が
し
ま
す
ね
」
と
の
こ
と

で
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
時

に
短
歌
を
詠
む
の
か
を
聞
い

て
み
る
と
、「
何
か
行
事
や
楽

し
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
」「
家

で
ひ
ま
な
時
」「
校
長
先
生
に

教
え
て
あ
げ
た
い
こ
と
が
あ

る
時
」
と
、

い
ろ
ん
な
答

え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

　

短
歌
だ
け

で
な
く
、
絵

も
描
か
れ
、

勉
強
で
は
な

く
、
楽
し
ん

で
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

「
か
け
ざ
ん
は　

や
れ
ば
や

る
ほ
ど　

早
く
な
る　

頭
が

グ
ル
グ
ル　

回
て
ん
す
る

よ
」

　

こ
の
短
歌
を
詠
ん
だ
二
年

生
の
小
平
ほ
の
か
さ
ん
は
、

毎
日
八
首
詠
む
と
い
う
常
連

さ
ん
で
す
。
友
だ
ち
と
一
緒

に
、
下
校
の
時
校
長
室
の
前

で
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

た
っ
た
三
一
文
字
の
中
で

表
現
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の

感
覚
が
磨
か
れ
、
ま
た
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
心
を
か
え

り
み
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

済
美
小
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
短
歌
を
詠
む
の
は
楽
し

い
ね
（
左
が
加
藤
校
長
）

▲ずらりと並ぶ作品
�短歌ボックス

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信
�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈健康づくり地区会エリア〉
地区会エリア保健センター

荻窪南地区、荻窪北地区
（ＪＲ中央線を基軸）荻窪保健センター　@３３９１‐００１５

高井戸東地区、高井戸西地
区（環八を基軸）高井戸保健センター@３３３４‐４３０４

阿佐谷地区、高円寺東地
区、馬橋・高円寺北地区高円寺保健センター@３３１１‐０１１６

井草地区上井草保健センター@３３９４‐１２１２
和泉地区和泉保健センター@３３１３‐９３３１

ジェット噴出口

吸込口カバー
リモコン

※どちらか
　1カ所

ジェット噴流バス参考図
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平成１５（２００３）年２月２１日（金曜日）

認
証
保
育
所
が
荻
窪
駅

西
口
に
開
園 （

４
月
予
定
）

　

区
内
で
五
カ
所
目
と
な
る
認

証
保
育
所
「
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
舎

荻
窪
園
」
が
開
園
し
ま
す
。
今

後
は
、　

年
度
に
新
た
に
二
カ

１７

所
開
設
す
る
予
定
で
す
。

◇
認
証
保
育
所
と
は

　

都
独
自
の
基
準
に
よ
る
制
度

で
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に 
応 
え
、
利
用
者
の
立
場
に
立

こ
た

っ
た
良
質
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
一
三
時
間
以

上
の
開
所
、
０
歳
児
保
育
の
実

施
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
記

載
し
た
重
要
事
項
説
明
書
の
交

付
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
区
は
、
都
が
認
証
し
た

認
証
保
育
所
に
対
し
て
、
都
と

共
に
運
営
費
な
ど
の
補
助
お
よ

び
運
営
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
は

　

利
用
者
と
事
業
者
の
直
接
契

約
と
な
り
ま
す
。
年
齢
、
保
育

時
間
な
ど
に
よ
り
料
金
が
異
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
お
よ
び
詳

細
は
直
接
上
表
の
各
施
設
へ
。

　

�
保
育
課
指
導
係

地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン（
案
）を
策
定

　

区
で
は
、
地
球
温
暖
化
問
題

に
対
応
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
資
源
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
削

減
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
指
針

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策
定
を
進
め

問

て
い
ま
す
。
区
民
代
表
・
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
杉

並
区
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
委
員
会
」
で
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
１
月　
２９

日
に
成
案
を
得
ま
し
た
。「
ビ
ジ

ョ
ン
（
案
）」
で
は
、
区
の
地
域

特
性
を
ふ
ま
え
、
将
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
推
計
し
、
二

〇
一
〇
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
一
九
九
〇
年
度
レ
ベ
ル

に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
、
各
種

の
対
策
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
区
政
資
料
室
、
区
民

事
務
所
・
分
室
、
荻
窪
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
　

手
紙
、
フ
ァ
ク
ス　

３
３
１

FAX

２
‐
２
３
１
６
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
環
境
課
計
画
係
へ 

　

�
同
係

問

〈認証保育所一覧〉

電話番号保育年齢定員所在地施設名称

３３３８‐９６３４０歳～
３歳未満２９名高円寺北２

‐４１‐６マリア保育園

３３１３‐８４０１０歳～
２歳未満２４名梅里１‐２

‐１５梅里保育園

３３９８‐００８５０歳～
３歳未満１５名

天沼３‐２３
‐２３カーミ
リ ア 荻 窪
１０６

保 育 室 
コアラハウス

５３３５‐５６６７

０歳～小
学校就学
前

３０名
阿佐谷南３
‐１‐２１徳
和ビル２階

ＭＯＭＯの家

３３９３‐１９８８
（３月末ま
で）

３０名

上荻１‐１８
‐７
オギヨンビ
ル

ピノキオ幼児
舎荻窪園
（４月開園
 　 予定）

● ● ● 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド ● ● ●
直営施設

休館日申　込　方　法料　金施　　　　設

４月の休
館日なし

４月の利用申し込み
　学校使用日以外は、３月１０日から使用日の前
日まで、電話または区役所内窓口で受け付けま
す。なお、３月１０日は電話のみの受け付け（受付
順）となります。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋
川荘」（あきる野市
五日市）
@０４２‐５９６‐０６９３

３月２７日
から廃園
準備のた
め休館し
ます

菅平学園は３月末日をもって廃園となります。
長年のご愛顧ありがとうございました。なお、
３月２６日分までの空き室受付については、引き
続き、近畿日本ツーリスト区役所内店で行って
いますので、お問い合わせください。

１泊２食
大　人５０００円
子ども３３００円

菅平学園（長野県
菅平高原）@０２６８
‐７４‐２２４０

問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２‐６４３１（直
通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

民営化施設（民間事業者が経営しています）　

「杉菜」、「「杉菜」、「コニファー岩櫃コニファー岩櫃」露天風呂好評営業中」露天風呂好評営業中

弓ケ浜クラブ富士学園コニファー
岩櫃（いわびつ）

湯 の 里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ヶ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

一般一般一般一般区民料金区分

７０００円
１月４日～４月２０日

５０００円

６４００円
７６００円８０００円７６００円大　人平

日
宿
泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円５７００円５３００円子ども

７０００円
８６００円９０００円８６００円大　人休

前
日 ７０００円６７００円６３００円子ども

区民（区内在住者）の方には２０００円、区民で６５歳以上、障害者の方には３０００円の宿泊補助が適
用されます（消費税は、宿泊補助前の宿泊料金に対してかかります）。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
５４５９‐７８１１

（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日
を除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日
を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後９時、
年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５４５９‐７８００３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、免許証・健康保険証・障害者手帳など区内在
住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ち
いただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園の
宿泊料金は、小学生以上の料金です。３．弓ケ浜クラブの料金は、５歳以上は同一料金です。４．
宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは、予約可否の返信をします。なお、
近畿日本ツーリスト区役所内店では受け付けをしません。５．年末年始など、宿泊料金が上記
と異なる日があります。詳細については、申込先にお問い合わせください（富士学園、弓ケ浜ク
ラブは学校優先使用のため、利用できない日もあります）。６．各施設のパンフレットは、区役
所、区民事務所、荻窪サービスコーナー、地域区民センター、区民集会所、高齢者活動支援セ
ンターにあります。

� ������������������������������������������������

（ ）

　

昭
和　

年
に
開
館
し
た
公
会

３２

堂
は
、
永
年
に
わ
た
り
区
民
の

方
々
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
建
設
か
ら
四
五
年

経
過
し
、
老
朽
化
に
伴
い
抜
本

的
な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
区
民

の
方
々
の
文
化

芸
術
活
動
や
杉

並
の
文
化
の
発

信
拠
点
と
な
る

新
し
い
公
会
堂

を
建
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し

た
。
建
設
の
手

法
と
し
て
、
事

業
費
総
額
の
削

減
と
支
出
の
平

準
化
、
民
間
企

業
に
よ
る
効
率

的
な
運
営
を
行

う
た
め
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
法
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

�
区
民
生
活

部
管
理
課
施
設

計
画
担
当

民
間
事
業

者
の
決
定

　

区
で
は
、「
総

合
評
価
一
般
競

争
入
札
」
を
行

い
、
大
林
グ
ル

ー
プ
（
�
大
林

組
、
�
京
王
設

備
サ
ー
ビ
ス
、

�
佐
藤
総
合
計
画
）
を
落
札
者

と
決
定
し
ま
し
た
。「
総
合
評
価

一
般
競
争
入
札
」
方
式
と
は
、

入
札
金
額
の
価
格
だ
け
で
は
な

く
、
事
業
者
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
内
容
に
つ
い
て
も
絶
対
評
価

問

を
行
い
、
落
札
者
を
決
定
す
る

も
の
で
す
。　

総
合
評
価
を
行

う
に
あ
た
り
、
学
識
経
験
者
を

含
め
た
七
名
の
委
員
に
よ
る
審

査
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
会
で
は
、
提
案
の

内
容
が
建
設
、
運
営
な
ど
に
関

し
て
区
が
示
し
た
二
二
五
項
目

の
「
要
求
水
準
」
を
全
て
満
た

し
て
い
る
か
、
さ
ら
に
「
要
求

水
準
」
を
上
回
る
提
案
内
容
が

あ
っ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
要
求
水
準
」
は
全

て
満
た
さ
れ
、
ま
た
優
秀
な
提

案
も
な
さ
れ
て
お
り
、
大
林
グ

ル
ー
プ
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
札
が
一
グ
ル
ー
プ
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
入
札
の
有

効
性
、
競
争
性
に
つ
い
て
、
入

札
や
契
約
手
続
き
に
関
す
る
第

三
者
機
関
で
あ
る
「
外
部
評
価

委
員
会
」
で
審
査
し
て
い
た
だ

き
、「
入
札
の
有
効
性
や
競
争
性

を
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
審
議

結
果
が
で
て
い
ま
す
。区
で
は
、

審
査
委
員
会
や
外
部
評
価
委
員

会
の
報
告
を
受
け
て
、
大
林
グ

ル
ー
プ
を
落
札
者
と
決
定
し
ま

し
た
。

総
事
業
費

　

公
会
堂
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
民

間
事
業
者
が
直
接
、
現
在
の
公

会
堂
を
解
体
し
、
新
し
い
公
会

堂
の
設
計
・
建
設
、
三
〇
年
間

の
維
持
管
理
（
大
規
模
修
繕
を

含
む
）・
運
営
を
行
う
事
業
で

す
。
こ
の
事
業
経
費
か
ら
事
業

者
が
予
測
し
た
ホ
ー
ル
な
ど
の

運
営
収
入
を
差
し
引
い
た
金
額

は
、
約
二
五
八
億
円
で
、
大
林

グ
ル
ー
プ
が
入
札
し
た
金
額
で

す
。
区
は
、
平
成　

年
か
ら　

１８

４８

年
ま
で
の
三
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
、
こ
の
入
札
金
額
か
ら
三
〇

年
後
の
施
設
買
取
り
費
用
を
除

い
た
金
額
を
ほ
ぼ
平
準
化
し
て

民
間
事
業
者
に
支
払
っ
て
い
き

ま
す
。

　

�
大
林
組
と
�
京
王
設
備
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
平
成　

年
１５

１
月
に
、
新
し
い
公
会
堂
を
建

設
・
運
営
す
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
杉
並

公
会
堂
株
式
会
社
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
区
は
、
平
成　

年
１５

第
一
回
区
議
会
定
例
会
の
議
決

が
得
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
会
社
と

契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
会
社
は
、
公
会
堂
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
を
行
う
た
め
だ
け
に
設

立
さ
れ
た
会
社
で
す
。
会
社
の

収
入
の
大
部
分
は
、
落
札
金
額

に
基
づ
い
て
区
が
支
払
う
金
額

と
ホ
ー
ル
な
ど
の
運
営
収
入
で

す
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
要
因

で
経
営
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
会
社
や
出
資
者
の
経
営
破

綻
な
ど
を
想
定
し
て
、
契
約
書

で
対
応
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
有
地
を
無
償
で
使
用

さ
せ
る
た
め
、
区
の
認
め
る
公

会
堂
以
外
の
目
的
で
建
物
を
転

用
す
る
よ
う
な
こ
と
は
事
実
上

で
き
ま
せ
ん
。

新
公
会
堂
の
利
用
に 

つ
い
て

　

新
し
い
公
会
堂
は
、
延
べ
床

面
積
で
従
来
の
約
二
倍
に
広
が

り
、
様
々
な
演
目
が
可
能
な
多

目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
、
大
ホ
ー

ル
（
一
一
八
九
席
）、
小
ホ
ー
ル

（
一
九
四
席
）、
第
一
練
習
室

（
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
）、第
二

〜
六
練
習
室
を
配
置
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
が

施
設
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
各
階
に
「
だ
れ
で
も
ト

イ
レ
」
を
設
置
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

　

新
公
会
堂
で
は
、
ホ
ー
ル
な

ど
の
運
営
収
入
を
民
間
事
業
者

の
収
入
と
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
の
意
欲
を
高
め
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
、
利
用
者
へ
の
差
別
的

取
扱
の
禁
止
な
ど
を
定
め
た
地

方
自
治
法
上
の
「
公
の
施
設
」

と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
区
は
、
事
業
者
と
の
契

約
な
ど
に
基
づ
い
て
、「
公
の
施

設
」
と
変
わ
り
の
な
い
区
民
利

用
を
保
証
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
公
会
堂
の
正
式
名
称
も

「
杉
並
公
会
堂
」
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

区
民
の
方
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
施
設
の
利
用
申
込

み
に
「
区
民
利
用
」
を
創
設
し

ま
す
。「
区
民
利
用
」
は
、「
区

民
利
用
以
外
」
よ
り
優
先
し
た

利
用
受
付
と
な
り
ま
す
。
利
用

料
金
は
、
近
隣
の
公
共
ホ
ー
ル

な
ど
の
利
用
料
金
を
参
考
と
し

て
設
定
す
る
予
定
で
す
。

☆

◇
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

　

民
間
事
業
者
が
資
金
を
調
達

し
、
そ
の
経
営
能
力
や
専
門
的

な
知
識
・
技
術
を
活
用
し
て
、

公
共
施
設
の
建
設
や
運
営
・
維

持
管
理
を
行
う
公
共
事
業
で

す
。

○
事
業
契
約
＝　

年
３
月

１５

○
解
体
・
撤
去
工
事
＝　

年
７

１５

月
〜　

月
１０

○
建
設
工
事
＝　

年　

月
〜　

１５

１１

１８

年
１
月

○
運
営
開
始
＝　

年
６
月

１８

公
会
堂
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は 

新
会
社
が
実
施
し
ま
す

��������	
��
���������	
��
�

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



NO.1628●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年２月２１日（金曜日）

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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�都民体育大会予選会（兼杉並区春季空手道選手権大会）
◇空手道
　�４月１３日∂午前９時～�大宮前体育館（宮前２‐１１‐１１）�種目＝個人組
手（男子・女子）�区内在住・在勤・在学または区空手道連盟登録者�１０００円
�３月７日（必着）までに申込書と参加費を現金書留で、区空手道連盟・山口昌
寿（〒１６０‐００２２新宿区新宿２‐１４‐７ñ東京ジムキ）へ�同連盟・高瀬�０４２‐
７７９‐２５３５

�

�ウォーキング講習会
　�３月２日∂午前１０時～午後０時３０分（９時３０分受付開始・区後援）�高井戸
地域区民センターおよび神田川沿い５kmコース�区内在住・在勤・在学の健康
な方�無料�当日、直接会場へ�区陸上競技協会･和田�０９０‐４９４２‐７８３２（午
前７時～午後９時)
e楽らくスポーツ健康塾
　毎日を楽しく、生きがいを持って暮らしていくために、健康はその基礎となる
ものです。杉並区スポーツ振興財団では、毎週１回、楽しみながら健康体操やウ
ォーキングなどが体験できる教室を半年間開催します。また、教室の中では保健
センターとのタイアップによる健康講座も取り入れ、健康について様々な角度か
ら考えていきます。
　�４月２３日～９月２４日の毎週水曜日（毎月第３水曜日を除く）午前９時～１１時
（計１８回）�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）ほか�区内在住の６０歳以上の方（医
師などから運動を止められている方はご遠慮ください）�５０名（抽選）�登録費
＝８００円、参加費＝１回２００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書い
て、３月７日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南
１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ�同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
e知的障害者のスポーツプログラム（卓球・サッカー）
　知的障害者（重複者含む）のスポーツ行事参加の場を広げるために、日常的な
スポーツトレーニングのプログラムで、卓球とサッカーを実施します（区外の場
所では他競技種目あり）。小学生以上で参加できる方を募集します。初心者から
歓迎します。その方の状況に合わせた支援プログラムを実施します。（区後援）
①卓球＝�３月２日∂・９日∂・１５日º・２２日º・２９日ºの午後１時～３時�高
円寺障害者交流館（高円寺南２‐２４‐１８）
②サッカー＝�３月の土・日曜に実施予定�未定
①・②とも、�各３０名�・�スペシャルオリンピックス東京�３６１５‐５５６９へ

競技大会

時 場 内
対 費

申
問

スポーツ教室　

時 場
対

費 申 問

時
場 対

定 費
申

問

時 場

時 場
定 申 問

�

e体育館の一般使用日にスポーツアドバイザーを配置します～ニュースポーツを
始めてみませんか～
　区内にある体育館には、事前の申込み手続きをしなくても当日気軽にスポーツ
を楽しむことができる一般使用日があります。一般使用日にスポーツアドバイザ
ーから助言や簡単な指導を受けることができます。配置する施設・日時・種目な
どは下表のとおりです。ラケットなどの用具の貸出しもありますので、気軽に汗
を流しに来ませんか。
　

その他

〈スポーツアドバイザー〉
種　　目利用時間実施日施　　設

パドルテニス午後１時～５時３月２日∂高円寺体育館 
（高円寺南２‐３６
‐３１�３３１２‐
０３１３）

ラリーテニス午前９時～午後１時５日π ソフトバレーボール午後１時～５時
インディアカ午後１時～５時８日º バウンドテニス午後５時～９時
バウンドテニス午前９時～午後１時３月２日∂大宮前体育館 

（宮前２‐１１‐１１
�３３３４‐４６１８）

インディアカ午前９時～午後１時１６日∂ ソフトバレーボール
パドルテニス午後１時～５時１９日π

パドルテニス午後１時～５時３月２日∂永福体育館
（永福３‐５１‐１７
�３３２８‐３１４６）

ソフトバレーボール午前９時～午後１時８日º

インディアカ午後１時～５時１６日∂

ラリーテニス午後１時～５時２２日º

ソフトバレーボール午前９時～午後１時３月２日∂

荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２
�３２２０‐３３８１）

インディアカ午前９時～午後１時８日º

バウンドテニス午後１時～５時１２日π

パドルテニス午後５時～９時２２日º

ラリーテニス午後１時～５時２６日π

インディアカ午後１時～５時３月５日π上井草スポーツ
センター（上井
草３‐３４‐１ 
�３３９０‐５７０７） 

バウンドテニス午前９時～午後１時１９日π ソフトバレーボール午後１時～５時
パドルテニス午後１時～５時２２日º

（注）１． 利用料金は大人２００円、小・中学生１００円です。２．愛の手帳、身体障害者手帳をお
持ちの方は半額になります。３．利用時間には、準備・後片付けの時間を含みます。
４．スポーツウエア・シューズをお持ちください。

� �

★
赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

　

�
３
月　

日
�
〜　

日
�
の

１８

２０

午
前　

時
〜
午
後
４
時
�
武
蔵

１０

野
赤
十
字
病
院
（
武
蔵
野
市
境

時

場

南
町
１
―　

―
１
）
�
子
ど
も

２６

を
事
故
か
ら
守
る
／
事
故
に
あ

っ
た
り
急
病
に
な
っ
た
時
の
応

急
手
当
▽
認
定
証
＝
養
成
講
習

会
を
全
日
程
受
講
し
、検
定（
希

望
者
）
合
格
者
に
交
付
�
全
日

程
出
席
で
き
る
満　

歳
以
上
の

１５

健
康
な
方
（
遅
刻
・
早
退
・
子

ど
も
の
同
伴
は
不
可
）
�
二
五

名
（
抽
選
）
�
一
〇
〇
〇
円

内
対定

費

（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）
�

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
に
生
年
月
日
、
職
業
、
コ

ー
ス
名
（
Ｌ
‐
５
幼
）
も
書
い

て
、
３
月
４
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
講
習
二
係
（
〒　

‐
８
５
４

１６９

０
新
宿
区
大
久
保
１
―
２
―

　

）へ
�
同
支
部
�
５
２
７
３
‐

１５６
７
４
６

申

問

★
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
議
会
第
一
回
定
例
会

　

�
２
月　

日
�
午
後
３
時
〜

２８

�
東
京
区
政
会
館
本
館
八
階
大

会
議
室
（
千
代
田
区
九
段
北
１

―
１
―
４
）
�
本
館
一
階
で
午

後
２
時
か
ら
受
付
予
定
�
東
京

二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

議
会
事
務
局
�
５
２
１
０
‐
９

７
２
８

時
場

申

問

b

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

昆
虫
学
者
・
須
田
孫
七

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

心
を 
癒 
し
、
心
を 
育 
む
「
自
然
の
道
」

い
や 

は
ぐ
く

は
区
内
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の

答
え
は
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
え
よ

う
。
散
歩
す
る
と「
区
民
農
園
内
の
道
、

一
部
の
公
園
内
の
道
等
」に 
僅 
か
に「
自

わ
ず

然
の
道
」が
残
っ
て
い
る
。「
水
の
道
」は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
妙
正
寺
川
、
善
福
寺

川
、
神
田
川
の
三
本
と
玉
川
上
水
が
区

内
を
流
れ
て
い
る
。
一
時
期
よ
り
良
く

な
っ
た
と
は
い
え
、「
巨
大
な
下
水
」
の

感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。
玉
川
上
水
だ

け
が
ス
ッ
ポ
ン
が
泳
ぎ
、
ア
オ
ダ
イ
シ

ョ
ウ
が
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
え
、
キ
ン
ラ
ン

が
咲
き
自
然
の
顔
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
場
所
と
い
え
よ
う
か
。

　

自
然
が
遠
い
空
間
と
な
っ
た
今
、
区

内
に
野
生
生
物
は
生
活
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。そ
の
姿
、生
き
ざ
ま
を「
見
よ
う
・

知
ろ
う
・
求
め
よ
う
」
と
昭
和　

年
６０

「
杉
並
区
自
然
環
境
調
査
」
を
区
の
環

境
保
全
課
で
立
ち
上
げ
、
区
民
の
協
力

も
得
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
調
査
は

５
年
ご
と
に
実
施
し
経
年
変
化
を
評
価

し
て
い
る
。
生
息
昆
虫
調
査
担
当
と
し

て
「
区
内
の
自
然
史
」
を
論
じ
る
に
は

区
内
に
畑
が
広
が
り
螢
が
飛
び
交
っ
て

い
た
時
代
の
資
料
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

心
の
恩
師
、
西
沢
先
生
も
調
査
担
当

の
一
員
な
の
で
「
昔
の
情
報
、
い
ま 
何 いず

 
処 
」
と
昆
虫
情
報
の
所
在
を
確
認
し
た

こが
「
そ
ん
な
も
の
な
ー
い
よ
」
の
一
言

で
せ
り
ふ
は
終
わ
っ
た
。
あ
る
日
、
脳

細
胞
の
一
角
か
ら
昭
和　

年
春
の
、
先

１７

生
と
の
会
話
が 
蘇 
っ
た
。
…
「
須
田
、

よ
み
が
え

５
月
に
開
園
し
た
井
の
頭
自
然
文
化
園

は
、
中
に
資
料
館
が
あ
る
け
ど
展
示
す

る
も
の
が
な
く
て
開
館
で
き
ず
に
困
っ

て
い
る
。
９
月
に
開
館
な
の
で
標
本
を

集
め
て
く
れ
な
い
か
」
う
れ
し
い
言
葉

に
早
速
休
み
返
上
、
区
内
の
柏
の
宮
、

善
福
寺
、
高
井
戸
駅
周
辺
、
都
立
農
芸

学
校
、
足
を
の
ば
し
て
井
の
頭
、
石
神

井
と
虫
捕
り
行
脚
が
始
ま
っ
た
。
先
生

と
一
緒
に
昆
虫
採
集
の
片
手
間
に
草
や

木
の
皮
を
む
き
繊
維
を
採
り
繊
維
植
物

標
本
も
作
っ
た
。
夏
休
み
の
終
盤
「
昆

虫
標
本
と
繊
維
植
物
標
本
」
を
資
料
館

に
寄
贈
し
た
。
…
と
な
る
と
「
標
本
が

残
っ
て
い
る
か
も
？
」
と
期
待
と
不
安

が
入
り
交
じ
り
「
井
の
頭
自
然
文
化
園

資
料
館
標
本
室
」
を
訪
ね
た
。「
あ
っ
た

ー
」
一
部
だ
が
チ
ョ
ウ
標
本
が
現
存
し

て
い
た
。
デ
ー
タ
は
多
い
方
が
よ
い
。

四
方
八
方
探
し
て
い
る
内
に
素
晴
ら
し

い
資
料
が
二
点
見
つ
か
っ
た
。
昭
和　
１５

年
当
時
桃
一
小
六
年
在
学
・
飯
野
徹
雄

氏（
東
大
名
誉
教
授
・
区
内
在
住
）の「
我

が
校
を
中
心
と
す
る
昆
虫
分
布
図
・
昆

虫
採
集
記
」と
同
年
の
五
十
嵐
仁
氏（
元

東
大
教
養
学
部
助
手
）「
東
京
市
西
北
部

一
般
甲
虫
目
録
」を
入
手
、加
え
て
須
田

の
昭
和　

年
〜　

年
の
集
成
「
杉
並
西

１７

２３

北
部
の
昆
虫
相
に
就
い
て
」
が
昔
の
情

報
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
収
ま
っ
た
。
植

物
情
報
も
西
沢
先
生
の
記
録
が
見
つ
か

っ
た
。
当
時
と
比
べ
る
と
そ
の
面
影
は

無
い
が
自
然
は 
僅 
か
に
回
復
し
つ
つ
あ

わ
ず

る
。「
自
然
の
道
」
の
復
元
に
は
過
去
の

記
録
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。「
自
然
の
記
録
」
は
「
自
然
の
道
」

の
道
標
と
な
り
地
図
と
な
っ
て
い
る
の

で
記
録
は
大
切
に
保
管
し
た
い
。

　

平
成　

・　

年
度
の
昆
虫
調
査
で
区

１２

１３

内
に
四
〇
〇
種
以
上
の
虫
た
ち
を
確
認

で
き
た
。

　

そ
の
栄
枯
盛
衰
は
今
年
の
春
、
刊
行

す
る「
杉
並
区
自
然
環
境
調
査
報
告
書
・

第
４
次
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年２月２１日（金曜日）

◆３月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

４・１８日
午前９時～１０時３０分

４・１８日
午前９時～１０時３０分

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１０日
午後１時１５分～２時

２６日
午前９時～１０時

７日（高円寺南５丁目会館）
午後１時１５分～３時
２７日（保健センター）
午前１０時～１０時３０分

１４日
午後１時１５分～３時

１８日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

４・１１・１８・２５日３・１０・１７・２４日６・１３・２０・２６日５・１２・１９・２６日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１９日、高井戸保健センターの２０日・高円寺保健センターの１７日は午後１時から）

２５日（事前申込制）２４日（事前申込制）２６日（事前申込制）２６日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時
２０日

午後１時３０分～３時
２０日

午前１０時３０分～１１時３０分
１４日

午後１時３０分～３時３０分
６日

午前１０時３０分～正午
５日

午前１０時～正午
離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１０日午後１時１５分～２時３０分
１７日午前９時～１０時３０分　

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

１８・２５日
午前９時～１０時３０分

１０・２０日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

８日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、@３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

６日午後１時３０分～６日午後１時３０分～２８日午後１時３０分～５・１８日
午後１時３０分～

２５日午前９時３０分～

５日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２０日
午後１時３０分～

２４日
午前９時～１０時３０分７日午前９時３０分～２０日午後１時３０分～

２６日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

※１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．高円寺保健センタ
ーでは１４日ª午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（要電話予約）。３．歯科相談は、常時各保健センターで行っています（要電話予約）。

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

　杉並区に住所がある、ひとり親家庭等の子育てを支援するため、次のような制度があります。これらの制度は申請をしないと受け
ることができません。各制度の対象要件に該当される方で、まだ申請していない方は、お早めに手続きをしてください。　

――問い合わせは、児童福祉係へ。

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり  �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

〈表１　所得限度額〉　　　　　（１５年１月１日現在）
児童育
成手当

ひとり親家庭等
医療費助成

児童扶養手当
扶養人数

申請者
扶養義
務者等

申請者
扶養義
務者等

申請者
ＢＡ

３６０万４千円２３６万円１９２万円２３６万円１９２万円１９万円０人
３９８万４千円２７４万円２３０万円２７４万円２３０万円５７万円１人
４３６万４千円３１２万円２６８万円３１２万円２６８万円９５万円２人

３８万円加算３８万円加算３８万円加算１人増す毎に

（注）１．所得金額とは＝給与所得者の場合は、源泉徴収票の給与所得控除後の金額。
　　　　　　　　　　　事業所得者の場合は、確定申告書の所得金額。
　　２．扶養人数とは＝税法上の扶養人数。
　　３．扶養義務者等とは＝申請者と同居の親・兄弟姉妹等。
　　※所得について、未申告の方は別に申告が必要となります。

〈表２　所得からの控除額〉
児童育成手当児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成

８万円一律控除
２７万円勤労学生控除
２７万円寡婦・寡夫控除※
３５万円特別寡婦控除※
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済等
掛金・配偶者特別控除

１０万円
申請者の場合１０万円

老人扶養控除（１人につき） 扶養義務者等の場合
２人目から６万円

２５万円申請者の場合のみ１５万円特定扶養控除（１人につき）
※寡婦・寡夫控除および特別寡婦控除は、児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成について
は、申請者が母または父の場合は控除できません。
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◇対象者

　年齢が１８歳に達した年度の末日（中度以上の障害が
ある場合は２０歳未満）までで、次のいずれかの状態に
ある児童を養育し、公的健康保険に加入している方が
対象です。
�父母の離婚後、父または母と生計を異にしている
�父または母が死亡している
�父または母に重度の障害がある
�父または母が生死不明
�父または母に１年以上遺棄されている
�父または母が法令により１年以上拘禁されている
�婚姻によらないで生まれ父または母と生計を異にし
ている
◇所得制限

　申請者の１３年中の所得金額と１３年中に児童の父また
は母から申請者が受け取った養育費の８割相当額を合
算し、表２で該当する控除額を差し引いた後の金額が
表１の限度額未満であれば助成が受けられます。なお、
同居の扶養義務者等についても所得制限があります。
◇助成の範囲

　保険証を使って医療機関で診療などを受けた時に、
窓口で支払う医療費の自己負担分を助成します。ただ
し、申請者または扶養義務者等のいずれかが住民税を
課税されている場合は、一部負担金をお支払いいただ
きます。

◇対象者

　年齢が１８歳に達した年度の末日（中度以上の障害が
ある場合は２０歳未満）までで、次のいずれかの状態に
ある児童を養育し、公的年金などを受けていない母子
家庭の方が対象です。
�父母の離婚後、父と生計を異にしている
�父が死亡している
�父に重度の障害がある
�父が生死不明
�父に１年以上遺棄されている
�父が法令により１年以上拘禁されている
�婚姻によらないで生まれ父と生計を異にしている
◇所得制限・手当額

　申請者の１３年中の所得金額と１３年中に児童の父から
申請者が受け取った養育費の８割相当額を合算し、表
２で該当する控除額を差し引いた後の金額が、表１の
Ａ未満であれば月額４２,３７０円、Ｂ未満であればその額
に応じて月額４２,３６０円から１万円までの１０円きざみの
手当が支給されます。なお同居の扶養義務者等につい
ても所得制限があります。
　児童が２人目の場合は５,０００円、３人目以降は１人に
つき３,０００円が加算されます。
※要件に該当した日から５年を過ぎると申請できなく
なる場合がありますのでご注意ください。

児童扶養手当児童扶養手当

◇対象者

　年齢が１８歳に達した年度の末日までで、次のいずれ
かの状態にある児童を養育している方が対象です。
�父母の離婚後、父または母と生計を異にしている
�父または母が死亡している
�父または母に重度の障害がある（障害等級１・２級
と同程度）
�父または母が生死不明
�父または母に１年以上遺棄されている
�父または母が法令により１年以上拘禁されている
�婚姻によらないで生まれ父または母と生計を異にし
ている
◇所得制限・手当額

　申請者の１３年中の所得金額から、表２で該当する控
除額を差し引いた後の金額が表１の限度額未満であれ
ば児童１人につき月額１３,５００円の手当が支給されま
す。

児童育成手当児童育成手当 ひとり親家庭等医療費助成ひとり親家庭等医療費助成

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万０３６９人（４２７減）
　男　／２４万７３６５人（２５３減）
　女　／２６万３００４人（１７４減）
世帯／２７万２７４１　（２７５減）

外
国
人
登
録

人口／１万１２５９人（７３減）
　男　／　　５６５２人（２０減）
　女　／　　５６０７人（５３減）
世帯／　　９０４０　（４３減）

１５年２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万１６２８人（５００減）


